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 生活環境の保全の基盤となる取組として、典型七公害（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、

地盤沈下、悪臭）に関する法令に基づく規制指導や環境監視を中心に進め［２－１～４］、加えて生活環

境条例などによる総合的な施策を推進します［２－５］。また、安全・安心な市民生活のため、苦情相談

への対応や情報の公表などを行います［２－６］。 

 

 

【第２章】生活環境の保全の基盤となる取組 

２－５ 分野横断の取組 

図-２－１ 第２章の構成 

（分野ごとの根拠法令、生活環境条例と関連する取組） 

２－１ 大気環境の保全 

大気環境の監視 １ 

大気汚染防止法、
 

２－２ 水環境の保全 

２－３ 地盤環境の保全 

地盤環境の監視 １ 

水質汚濁防止法、
 

２－４ 音環境の保全 

騒音・振動の監視 １ 

騒音規制法、振動規制法 
 

大気汚染防止法、悪臭防止法、  
 

施設・事業所等における大気汚染・悪臭の対策 
 

２ 

自動車の排出ガス対策 
 

３ 

神奈川県生活環境の保全等に関する条例 
 

大気汚染防止法 
 

アスベスト４ 

水環境の監視 １ 

水質汚濁防止法、
 

水再生センターへの流入水対策 
 

３ 

下水道法、横浜市下水道条例 
 

事業所等から公共用水域への排出水対策 
 

２ 

水質汚濁防止法、
 

水質事故への対応 ４ 

水質汚濁防止法 
 

土壌汚染対策 
 

２ 

土壌汚染対策法 
 

地下水質の保全 
 

３ 

水質汚濁防止法 

地盤沈下対策 ４ 

工業用水法 
 

事業所・建設工事等における騒音・振動対策 
 

２ 

騒音規制法、振動規制法 
 

交通に関する騒音・振動対策 ３ 

騒音規制法、振動規制法 
 

化学物質対策 
 

２ 

化学物質排出把握管理促進法 

自動車交通環境対策 
 

３ 

 

事業所等に対する包括的な施策 
 

１ 

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律 

安全・安心な市民生活に向けた情報の公表 
 

２ 

 

生活環境に関する苦情相談への対応 
 

１ 

大気汚染防止法、悪臭防止法、騒音規制法、振動規制法 
 

２－６ 市民生活に関連した取組 

横浜市生活環境の保全等に関する条例 
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① 「環境目標」と「達成の

目安となる環境の状況」

は、環境管理計画から抽

出しています。 

図-２-２ 第２章各項のトップページ等の構成 

１ 

３ 

２ 

４ 

５ 

６ 

７ 

② 環境基準や目標値がある

ものは、各分野トップの

次ページに表でまとめて

います。 

③ 「具体的取組」のタイト

ルで概要を構成していま

す。 

④ ２―１～４は、「具体的取

組」各項の関係図を掲載し

ています。 

２－５,６は、分野別の取組

との関係をまとめた表を掲

載しています。 

⑤    は、監視や規制等

の対象となる主な物質・

基準や施設等を示してい

ます。（⑦と連動） 

⑦    は、監視や規制等

の対象となる主な物質・

基準や施設等を説明して

います。（⑤と連動） 

⑥    は、具体的取組の主

要目的が同じもので繋げ

ています。 


